
無機質資源を活用したエコマテリアルの基礎的研究 

 
 

担 当 部 科 生産技術部技術材料開発科 

研 究 期 間 平成16～18年度  
 

研究目的 
北海道は水稲及び砂糖の生産量が全国１位にあり、これらの廃棄物として発生する籾殻及びライムケーキは、

大量かつ毎年継続的に排出されており、建築材料としても有効な活用方法が求められています。  
本研究は北海道の農林水産業などから大量に排出されている未利用資源を活用するため、建築材料へ加工す

る技術開発を目的としました。 

 

研究概要 
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シリカゲル

活性炭（試薬）

CSH230℃27.6気圧

CSH180℃9.9気圧

全量リサイクル材料

本研究では、道内で産出される未利用資源から抽出したシリカ成分（SiO₂）と石灰質成分（Ca(OH)₂）を原料

にしたケイ酸カルシウム成型品を試作して、力学性状及び吸放湿性能について検討を行いました。また、内装厚

付け塗材の主材にライムケーキを使用する工法の検討を進めました。 

 

■ケイ酸カルシウム成型品の試作 

・北海道産籾炭を原料にしてシリカ成分を得ま 

した。 

稲 稲 稲

ミネラルＳｉＯ

・製糖工場から排出される廃棄物であるライム 

ケーキを原料にして、加熱が不要な加工を施 

して、石灰質原料の成分を得ました。 

・得られたシリカ成分と石灰質成分を型枠成形 

し、水熱反応によりケイ酸カルシウム成型品 

を試作しました。 

・石灰質成分にCa(OH)₂試薬を用い、水熱反応 

の温度、圧力条件を変えることで圧縮強度と 
水
田
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吸放湿性能が向上しました。 

・ケイ酸カルシムは室内の湿度が高まると自重 

の8割近くまで水蒸気を吸収して、湿度が通 

常域に戻ると吸湿能力が回復する吸放湿機能  
材料であることを確認しました。 

■ライムケーキを主材にした内装厚付け塗り材 

             の開発 

・内装左官材料にひび割れ防止・糊材として道 

産稲藁を水熱加工した藁綿を使用しました。 

 

            ・この藁綿にライムケーキと水を加えて内装用 

厚付塗り材を開発しました。 

・内装厚付け塗りの表面仕上げには道産ホタテ 

貝殻と廃せっこうボードリサイクル材料混合 

物を用いた結果、ふくれ、ひび割れ及びはが 

れは発生せずに、なめらかで乳白色に仕上が 

りました。 

・稲藁の混入割合を増やすと内装材の吸放湿性 

能が向上することを確認しました。 

・また、この稲藁を成形して、グラスウール24 

K相当の断熱性能をもつ繊維質を得ました。 

 

了 

多くの植物は、生育してい

る土壌から金属・ミネラルを

自然に蓄積します。 

吸着等温線 

稲藁から取り出した植物繊維質 

研究成果・活用方法 
北海道の農林水産業などから大量に排出されている未利用資源を活用するため

料へ加工する技術開発に関する知見を活用してまいります。 
水熱反応の温度及び圧力値の変化
とｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ成型品の吸放湿性能
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ラ イ ムケーキ主材の厚付け

塗り

珪藻頁岩粉砕物

稲藁（士別市）

再生せっこうホタテ貝殻混合

仕上げ

吸着等温線(25℃) 
ﾗｲﾑｹｰｷを主材とした内装厚付け塗り
材の吸放湿性能 
、本研究から得られた建築材


